
第 6 章　武家政権の成立　2. 武士の社会　（1）武士の生活

■鎌倉時代の女性は御家人や地頭になれた？
　鎌倉時代の武士の家は、一族の代表である惣

そう

領
りょう

がそれ以外の子や兄
弟をまとめ、所領や財産などを分割して相続していた。これを分

ぶんかつ

割
相
そうぞく

続と言う。武士の家では女性に対しても財産や所領が譲られたので、
それを鎌倉殿に認めてもらい、御

ご け

家人
にん

や地
じ

頭
とう

になる女性もあった。ま
た養子を取ることも認められていた。
■尼いくわんの譲状
　この資料は1324（元

げんこう

亨4）年に「尼いくわ
ん」という女性が、養子である熊鶴丸に領
地や地頭職を譲り与えたことを示す文書
で譲

ゆずり

状
じょう

と言われる。女性の書状に多く見
られるように平仮名で記されている。
　「尼いくわん」は山

やまのうち

内首
す

藤
どう

時
ときなり

業の娘で、
伯耆国宇

う だ

多河
がわの

庄
しょう

などを父から譲られていた。宇多河庄は現在の米子市
淀江町の周辺にあった荘園である。この譲状からは女性が所領や地頭
職を与えられていることや養子を取っていたことがわかる。
■分割相続から単独相続へ
　しかし分割相続は所領の細分化を招き、鎌倉時代の後半になると武
士の家では所領を確保するため、次の惣領が全ての所領を相続する
単
たんどく

独相
そうぞく

続が行われるようになった。その中で女性の相続分が削られた
り、女性が亡くなると惣領に返す「一

いち

期
ご

分
ぶん

」が行われ、女性の地位は少
しずつ低下していくのである。　　　　　　　　　　　  　（担当：岡村吉彦）
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中世は武士の時代と言われる。武士の時代は男性が多く登場するが、この
時代の女性の地位はどうだったのだろうか？
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